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事業名 事業 事業
国道４１７号 バイパス 一般国道 福井県一般 青野～鎌坂 区分 主体

あおの かまさか

起終点 丹生郡朝日町青野 延長自：福井県
に ゅ う あさひちょうあ お の

km至：福井県丹生郡織田町鎌坂 ４．３
にゅ う おたちょうかまさか

事業概要

一般国道４１７号は、岐阜県大垣市を起点とし、福井県南条郡河野村に至る延長約１０３ｋｍの幹線道
おおがき なんじょう こうのむら

路であるほか、越前海岸への広域観光ネットワークを形成する道路であり、重要な路線である。

幅員狭小、線形不良の未改良区間を解消し、安全で円滑な交通の確保を目的と青野～鎌坂バイパスは、

した延長４．３ｋｍの２車線道路である。

年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ元年度用地着手 Ｈ２年度工事着手Ｈ元
（Ｈ － 年度変更）

全体事業費 ８２億円 事業進捗率 ８２．８％ 供用済延長 ３．０km

計画交通量 ８，７００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １８/１０２ 億円 ８９/２２５億円 平成１５年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 87/ 220億円２．２ 事 業 費： 12/ 96

億円 走行費用減少便益： 2/ 5億円(残事業) 維持管理費： 6/ 6

交通事故減少便益： 0/ 0億円４．９

感度分析の結果

交通量変動：B/C＝５．４（２．４ （交通量+10%） B/C＝４．４（２．０ （交通量-10%）） ）

事業費変動：B/C＝４．５（２．０ （事業費+10%） B/C＝５．６（２．５ （事業費-10%）） ）

事業の効果等

国土・地域ネットワークの構築（大型車すれ違い困難区間が解消される ）。

災害への備え（緊急輸送道路ネットワーク計画に位置づけ（第１次）

災害への備え（異常気象時通行規制区間の解消される（連続雨量140mm以上で通行止 ））

その他７項目に該当する。

関係する地方公共団体等の意見

事業区間は市町村合併を目指す丹生郡４町村（越前町、織田町、朝日町、宮崎村）の連携に寄与する道

国道４１７号改良整備促進期成同盟会路であり、朝日町をはじめとする関係２市４町の首長で構成される

より、事業の早期完了の要望（H15年８月）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

、 。現在までの供用区間は事業効果が得られているが 未整備区間は大型車のすれ違いが困難な状況である

事業の進捗状況、残事業の内容等

現在までに約３．０ｋｍを部分供用している。残り約１．３ｋｍについては、バイパス工事を進めている。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

平成１０年代後半の供用を目途に事業を推進する。残るバイパス工事を進めており、

施設の構造や工法の変更等

建設発生残土を近隣の他の公共事業に流用する等コスト縮減を図っている。

事業継続対応方針

対応方針決定の理由

事業の進捗状況や事業の必要性、費用便益分析などの観点から総合的に判断し、継続とする。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


